
北6丁目地内ほか

公共工事の種別 土木工事業

公共工事の概要（当初）

本工事は川越市個別施設計画（橋りょう編）に基づき高橋の耐震補強及び補修工事を

実施するものである。

本工事は「週休2日制適用工事（現場閉所型）」である。

高橋　橋長L＝５３．５ｍ　幅員W=６．８ｍ

耐震補強工　　一式　補修工　　一式

仮設工　　　　一式　撤去工　　一式

工事着工の時期（当初） 令和  7年 8月12日

工事完成の時期

公

（当初） 令和  8年

共

 3月24日

契約の相

工

手方の商号、名称 株式

事

会社関東建設 

契約の

の

相手方の住所 埼玉県川

入

越市上寺山１７１－１

札

契約金額（当初・税込

及

） 123,303,4

び

00円

入札参加条件

＜

契

入札参加条件＞

業種：

約

土木　格付：A　地域

の

要件：市内本店　対象

適

業者：２９者

※本案件

正

は、取り抜け方式で行

化

う。

担当課（予算課）

の

建設部 道路街路課

担

促

当課（工事担当課） 建

進

設部 道路街路課

変更

に

後の工事完成の時期
1

関

4日増
※増減日数

変更

す

契約金額（税込）
増額

る

 13,238,50

法

0円
※増減額

本工事は

律

川越市個別施設計画（

施

橋りょう編）に基づき

行

高橋の耐震補強及び補

令

修工事を

実施するもの

第

である。

本工事は「週

七

休2日制適用工事（現

条

場閉所型）」である。

に

変更後の 高橋　橋長L

規

＝５３．５ｍ　幅員W

定

=６．８ｍ

公共工事の

す

概要 耐震補強工　　一

る

式　補修工　　一式

仮

公

設工　　　　一式　撤

表

去工　　一式

変更理由

事

仮設工のうち、復旧工

項

において、既設護岸の

公

撤去を行った状況で河

共

川管理者と協議し

、既

工

設護岸の復旧方法に変

事

更が生じたため、設計

の

変更するものである。

名称 高橋耐震補強及び補修工事

公共工事の場所 川越市霞ケ関



新田２丁目地内ほか

公共工事の種別 ほ装工事業

公共工事の概要（当初）

　本工事は、道路の適切な維持管理を目的に、舗装を打換えるものである。（債務負担行為設

定済）

　本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型　完全週休２日（土日））」の対象工事であ

る。

工事延長＝４４４．２ｍ

幅員＝３．３０～６．５０ｍ

舗装工＝２，６２０ｍ２

区画線工＝一式

雑工＝一式

工事着工の時期（当初） 令和  8年 3月10日

工事完成の

公

時期（当初） 令和  

共

8年 6月29日

契約

工

の相手方の商号、名称

事

米川興業株式会社 

契

の

約の相手方の住所 埼玉

入

県川越市宮元町５０－

札

１２

契約金額（当初・

及

税込） 29,494,

び

300円

入札参加条件

契

＜入札参加条件＞

業種

約

：舗装　格付：Ａ　地

の

域要件：市内本店　対

適

象業者：２７者

担当課

正

（予算課） 建設部 道

化

路環境整備課

担当課（

の

工事担当課） 建設部 

促

道路環境整備課

変更後

進

の工事完成の時期
32

に

日増
※増減日数

変更契

関

約金額（税込）
変更な

す

し
※増減額

る法律施行令第七

変更

条

後の

公共工

に

事の概要

規定する

変更理由

公

①工事途中での長期暇をさけるためGW明休けからの着手とした

②通学路であり歩行者通路を確保するため９分割での舗装工とした

③高さ調整する人孔が４基増えた　④台風が接近しており休工となった　⑤フィニッシャーを手配できなかった

以上のことから、不測の日数を要したため。

表事項

公共工事の名称 市道００４６号線舗装整備工事

公共工事の場所 川越市砂

　本工事は、道路の適切な維持管理を目的に、舗装を打換えるものである。（債務負担行為設

定済）

　本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型　完全週休２日（土日））」の対象工事であ

る。

工事延長＝４４４．２ｍ

幅員＝３．３０～６．５０ｍ

舗装工＝２，６２０ｍ２

区画線工＝一式

雑工＝一式




